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ダム等管理フォローアップ制度
の趣旨及び経過説明

平成１９年１１月２６日

近畿地方整備局 河川部
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ダム等管理に係るフォローアップ制度の目的

• フォローアップ制度は、ダム等について、「ダム等
管理フォローアップ委員会設置・運営要領」に基づ
き、ダム等管理フォローアップ委員会を設け、同委
員会の意見を聴いて、管理段階における洪水調節
実績、環境への影響等の調査及びその調査結果
の分析と評価を一層客観的、科学的に行い、当核
ダム等の適切な管理に資するとともに、ダム等の
管理の効率性及びその実施過程の透明性の一層
の向上を図ることを目的とする。
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ダム等管理に係るフォローアップ制度

フォローアップ調査の調査項目
１．水質調査
２．生物調査
３．堆砂状況調査
４．水源地域動態調査
５．洪水調節及び利水補給の実績
６．その他の調査

フォローアップ調査

近畿地方ダム等管理フォローアップ委員会の意見を聴く

●年次報告書の作成

・毎年フォローアップ調査の結果及びその分析をとりまとめた年次報告書を作
成する

●定期報告書の作成

・原則として５年ごとに過去の調査結果の分析・評価を行い定期報告書としてと
りまとめる
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これまでの経過（１）

（試行段階）
平成８年２月 ■「ダム等の管理に係るフォロアップ制度の試行について」の通達

平成８年９月 ■「近畿地方ダム等及び琵琶湖管理フォローアップ委員会」を設置

平成８年 ■フォローアップ委員会を計６回開催し、制度の施行開始
～平成１１年 この間、個別課題に対応するため、流況変動研究会、水質研究会、生態研究会の

４研究会を設けて課題の検討

平成１１年８月 ■「建設省所管公共事業の事後評価基本方針（案）」の通達

（本格導入段階）
平成１４年４月 ■行政機関が行う政策の評価に関する法律の施行

平成１４年７月 ■「ダム等の管理に係るフォロアップ制度の実施について」が通達され、フォローアップ
制度を本格導入するとともに、「事後評価」として位置づけ

平成１５年３月 ■「国土交通省所管公共事業の事後評価実施要領の策定等について」の通達
「建設省所管公共事業の事後評価基本方針（案）」の廃止
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これまでの経過（２）

（本格実施段階）

平成１５年７月 ■ダム等の管理に係るフォロアップ定期報告書作成の手引き［平成１５年度版］の制定

ダム等の管理に係るフォロアップ年次報告書作成の手引き［平成１５年度版］の制定

平成１６年３月 ■「近畿地方ダム等及び琵琶湖管理フォローアップ委員会」（部会、研究会含む）を解散

平成１６年６月 ■淀川水系流域委員会の任務に「ダム等の管理に係るフォローアップ」委員会の機能を

～平成１９年１月 兼務することを追加要請し、審議

平成１９年１１月平成１９年１１月 ■■「近畿地方ダム等管理フォローアップ委員会」設置「近畿地方ダム等管理フォローアップ委員会」設置
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フォローアップ調査の項目と頻度

５年毎水源地域センサス調査

３年毎ダム湖利用実態調査
水源地域動態調査

１回／５年陸上昆虫類

１回／５年両生・爬虫・哺乳類

１回／５年鳥類

１回／５年植物

１回／５年動植物プランクトン

１回／５年底生動物

１回／５年魚介類

生物調査

毎年水質調査

毎年堆砂状況調査

毎年利水補給実績

毎年洪水調節実績

毎年水理・水文

頻度調査項目
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実施スケジュール

建設中

建設中

備 考

○

○

Ｈ２２
年度
(予定)

国紀の川大堰

国大滝ダム紀の川

○国猿谷ダム熊野川

○国加古川大堰加古川

○水機構琵琶湖開発事業

○水機構日吉ダム

○水機構一庫ダム

○水機構比奈知ダム

○水機構布目ダム

○水機構室生ダム

○水機構青蓮寺ダム

○水機構高山ダム

○国天ヶ瀬ダム淀 川

○国鳴鹿大堰

○国真名川ダム

○国九頭竜ダム九頭竜川

Ｈ２１
年度
(予定)

Ｈ２０
年度
(予定)

Ｈ１９

年度

Ｈ１８

年度
注）

管理

主体
施設名水系名

注） Ｈ１８年度は、淀川水系流域委員会で審議
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日吉ダム日吉ダム

九頭竜ダム

猿谷ダム猿谷ダム

鳴鹿大堰

高山ダム高山ダム

室生ダム室生ダム

一庫ダム
琵琶湖開発事業琵琶湖開発事業

天ヶ瀬ダム天ヶ瀬ダム

青蓮寺ダム青蓮寺ダム

比奈知ダム比奈知ダム

真名川ダム真名川ダム

布目ダム布目ダム

加古川大堰加古川大堰

和歌山県

三重県

奈良県

大阪府

京都府

兵庫県

福井県

滋賀県

近畿地方ダム等管理フォローアップ対象施設 位置図

全１４施設
(近畿地方整備局：４ダム、２堰)
(水資源機構：７ダム、琵琶湖開発事業)
※赤文字赤文字：平成19年度対象施設

紀の川大堰紀の川大堰

大滝ダム大滝ダム




